
  

 単元計画の中に、Small  

Talk を計画的に位置付けて実施

していることを表記しておくこと

で、指導の意図が分かります。 

→指導計画の工夫改善＜視点１＞

にもつながります。 
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  今月のキーワード 教育課程研究集会 コミュニケーション・デイ 

 

今年度は教育課程研究集会（研究事例を持ち寄る研修）の２年目となります。今月号は、事例研究資料

の作成について紹介したいと思います。令和７年度までに全ての先生方が参加することになりますが、資

料の作成に当たっては、学年や教科部会等のチームで研究に関わり、学校全体で取り組んでいく体制を作

っていただけますようお願いします。また、今月から市内の学校でコミュニケーション・デイが始まりま

した。今年度初めての取組ですので、各校の実施内容を共有し、参考にしてください。 

 

教育課程研究集会 

教育課程研究集会を通して、各校で取り組んでいる指導と評価の工夫についての事例を共有し、学習指

導要領の趣旨を実現していくことが求められています。日頃授業で行っている工夫を改めて意識すると

とともに、その取組がどのような計画や評価につながっているかを確認しましょう。 

教育課程研究集会における研究の視点は ＜視点１ 指導計画の工夫改善＞＜視点２ 指導の工夫改

善＞＜視点３ 評価の工夫改善＞となっています。以下は、日頃から Small Talk に取り組んでいる先生

が資料を作成する際の考え方の例です。 

 

例：Small Talk （令和３年度栃木県教育課程研究集会のまとめより一部抜粋） 

○指導の工夫改善＜視点２＞ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

＜視点２ 指導の工夫改善＞を記載したら、どのように 

それを評価していくか（＜視点３ 評価の工夫改善＞）を 

考えます。概ね満足できる状況、十分満足できる状況、 

努力を要する状況について、子どもの具体の姿を 

記載することなども考えられますね。 

   

関連付け 

単元計画 



 

 

 

 

  

英語でコミュニケーション・デイ（国分寺小学校） 

 

 

６月２０日（月）、「英語でコミュニケーション・デイ」を国分寺小学校で実施しました。５年生児童 

約１２０名が市内の ALT１０名との触れ合いを通して、英語に親しむことができました。 

一日の流れ２～３校時は１・３組、４～５校時は２・４組の児童が ALT と英語で自分の思いを伝える

コミュニケーション活動を行いました。６時間目は１～４組の各クラスでクイズタイムなどを楽しみま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

＜児童の振り返り用紙より＞ 

・ALTの先生の話を聞いて、聞き取れなかったことを聞けるようになりたいと思った。 

・英語を話すのが苦手だけど、少しだけ英語を使うことができた。 

・自分の名前や好きなアニメ、季節について伝えることができてうれしかった。 

・もっと英語を勉強して、色々な国の人と話せるようになりたい。 

・ALTの先生が楽しくて元気をもらうことができました。また国小に来てください。 

                     文責 学校教育課 稲葉亜希恵 

お昼の放送として、Zoomを使って、ALT の自己紹介

を配信しました。 

１クラス５人～６人の ALTが入りました。 

ALT が各グループをローテーションし、様々な話題

でおしゃべりをしました。（Chat Time） 

英語での道案内にチャレンジしました。 

ハンバーガーショップでのやり取りを通して、オリジナル

のハンバーガーを作りました。 

６時間目は、各クラスに ALTが２～３人ずつ

入り、クイズタイムなどを楽しみました。 

ALT の話している内容

は聞き取れたかな？ 

 

 

 


